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ISSB Update 2024年 7月 

 

ISSB Update は、国際サステナビリティ基準審議会（ISSB）の予備的決定を示して

いる。これらの決定の影響を受けるプロジェクトは、作業計画で見ることができる。 

IFRS®サステナビリティ開示基準に関する ISSB の最終的な決定は、IFRS 財団の

「デュー・プロセス・ハンドブック」に示されているとおり正式に書面投票が行われる。 

ISSB は、2024 年 7 月 24 日から 25 日にかけて会議を行った。 
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作業計画の概要 

ISSBの作業計画（アジェンダ・ペーパー2） 

ISSB は、2024 年 7 月 24 日及び 25 日に会議を行い、作業計画について議論した。 

ISSBの継続中の活動への相互運用可能性の組込み（アジェンダ・ペーパー2A） 

ISSB は、その活動に相互運用可能性を含める方法について議論した。特に ISSB は、ISSB 基準を欧州サステナビリティ報

告基準（ESRS）及び GRI スタンダードと相互運用可能とするために、どのように作業を行う場合があるかについて議論した。 

ISSB は何も決定を求められなかった。 

リサーチの設計及びアプローチ（アジェンダ・ペーパー2B） 

ISSB は、2024 年 4 月に設定した作業計画におけるリサーチ・プロジェクトに関する、初期の作業の設計及びアプローチについ

て議論した。これらのプロジェクトでは、生物多様性、生態系及び生態系サービス、並びに人的資本に関連するリスク及び機会

を検討する。 

本リサーチ・プロジェクトは、次の取組み（efforts）も含める。 

a. 「SASB スタンダード」、「CDSB フレームワーク適用ガイダンス」、及び「自然関連財務開示に関するタスクフォース」の提

言を含む、既存の資料を基礎とする。 

b. ISSB 基準と、その他の広く用いられている基準及びフレームワーク（GRI スタンダード及び ESRS を含む。）との間の

相互運用可能性を強化する。 

ISSB は何も決定を求められなかった。 

関連情報： 

・ 原文はこちら 

・ ISSB ボード会議の要約のオーディオ

（ポッドキャスト）はこちら 

https://www.ifrs.org/projects/work-plan/
https://www.ifrs.org/content/dam/ifrs/about-us/legal-and-governance/constitution-docs/due-process-handbook-2020.pdf
https://www.ifrs.org/news-and-events/calendar/2024/july/international-sustainability-standards-board/
https://www.ifrs.org/news-and-events/updates/issb/2024/issb-update-july-2024/
https://www.ifrs.org/news-and-events/podcasts/#issb-podcasts
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次のステップ 

ISSB は、今後数か月にわたるリサーチの進捗に応じて、調査結果を検討する予定である。ISSB は、ISSB の諮問機関及び

その他の利害関係者がそのリサーチの実施に関わることを見込んでいる。 

相互運用可能性に関する ISSB の作業は、ISSB のプロジェクトの技術的側面として審議会資料で取り扱われる予定である。 

リサーチ及び基準設定 

SASB スタンダードの維持管理（アジェンダ・ペーパー6） 

ISSB は、2024 年 7 月 25 日に会議を行い、SASB スタンダードを向上させるアプローチについて議論した。 

ISSB は、次のことを決定した。 

a. 段階的なアプローチを用いる。 

b. 次の向上について公開草案の開発を開始する。 

i. 採掘及び鉱物加工セクターにおける 8 つすべての SASB スタンダード 

ii. インフラセクターにおける「電気事業者及び発電事業者」の SASB スタンダード 

iii. ISSB 及び利害関係者が実施する能力を持つかどうかを評価することを条件に、食品及び飲料セクターにおける

3 つの SASB スタンダード（ISSB は、これら 3 つの産業が作業の初期段階に含められることが「非常に望ましい」

ことを留意した。） 

c. 適切な場合、産業間で共通するトピックの測定の一貫性が保たれることを確実にするために、他の SASB スタンダード

に対する的を絞った修正を行うことを考慮する。 

d. 次のリサーチを行う。 

i. プロジェクトの第 2 段階における優先順位付け 

ii. 「持続可能な産業分類システム®」（SICS）をどのように向上させるか。 

14 名の ISSB メンバー全員が、(a)、(c)及び(d)の決定に同意し、14 名のうち 13 名の ISSB メンバーが、(b)の決定に同意

した。 

次のステップ 

ISSB は、優先順位の高い SASB スタンダードに対する修正案について公開草案の準備を開始する予定である。ISSB はま

た、SASB スタンダード及び SICS のさらなる優先順位が高い向上を識別するためのリサーチを開始する予定である。 

基準の適用（applying） 

IFRS S1号及び IFRS S2号の導入（implementation）支援（アジェンダ・ペーパー9） 

ISSB は、2024 年 7 月 24 日に会議を行い、IFRS S1 号及び IFRS S2 号に関する「移行支援グループ」（TIG）の 2024

年 6 月の会議に関するアップデートを受けた。 

ISSB は何も決定を求められなかった。 

次のステップ 

ISSB は、2024 年 9 月に開催される TIG 会議後にアップデートを受ける予定である。 

 


